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欝質の火β．1砕屑岩・熔譜からなり，基底部逝くでは異質

の花轟媛礫を含み，激しい火1、i、1活動の藤物とみられる．

本層は…般に讐しく変質し階紫褐色を呈する．基盤の花

罐提1を直接覆つてお聲，本地域で最下位の地麟である．

　壽．讐　大芦漣鐸贋

　大1戸嘱要煽はこの葦磁薫球1に．もつとも広く分布し／，　かつ／ 詳

い難屡舞鱒は量爵窮三！濤譲ら一1ぐ膏舞跡中膏l／§．．、無費葺のs謝騨藝こランけ註》

津Lるp二翫村蕨儒（懲暮磐謡）〉　はプ7醤頼蝿欝或で細縷予ξ鰻層£よ涯γド

位1齢ある地屡を二大芦瀬層と1呼んだが，鷺．の区分に大体一…

数レている、

　叢．諜．叢　下畜繕／鱒

　離報誌影鋤で姦疑倉川／懸の一ヒ餐篇とした爆墾　ξあるがタ辮播糞

轡が挟謙れることから大戸瀬1灘こ入れる．笹内川中流に

模式的に発達し，脚．1魍騰幅鞭側の1、1、1地に鷹く分布す恐も

のと予想される．しかし来調査空臼地帯が多レ・ので全体

‘～、）搬縮は・かんでいない、穫1厚は曝oO雛を超えよう、雛

相は達　纂性蜜1、廷岩の集塊際、を・凝，灰角礫燐・凝灰轡・蜂購｝を

1、1、比し，ときに流紋岩を挟み，堆辱、羅嚢は随所に発達し凝灰

羅も水中で灘1汰さオ気てい愚離1姦内川申流には，鍛1き爆3癒

く1ご二溺孫文キ接“ン1諜じまり養葉戴瀞繕轡・溌綴畢・灘嚢！天「鷺の灘1

繕からなる來炭麟が繕達L，かつて津軽灰顔轡と㌃ズ採

掘毒れた馨下部層からは雛貯令性の1簿仁合型植物｛1ゴ難を産

し鵜鵬）タ　携耐炎llか・らは～蕪ぎ～躍　ご搬癖繊揮鮮・懇留鐙裁ぎ欝蕊、夢弼醗溜

などの幸殴幾漆鼠あり恥，　瀞貸購で寸1義と碧影谷警鷺＿1二溝藝濤懐らは

君麟融s｝葱肇鰹鍵醐醐郷鼠鼠労才羅撚芝薦澱　K⇔蕪照）与　浩ぜ繍灘曜㈹鍛

醗’厭磨癬厩露（N鷺w至罵騒Y／《．淫㍉駄繊潔e熱上解敦憲1．溺灘）　を

雀繋蓑鞍し』た轟pデ｛鉱の騰奪，禽芦1麟紅，灘　暮こ萎建なる韓

　嚢．馨，黛　申糊玉縢il

　大戸瀬地季議に横1舞積、的に顛叢㌧でいる崇この礁ゐ醜報鰻

竃餐りで訳辺安ヨ舞岩としたゲく掘嬉魏と長嬢…付近1造分布するかl　l達

癬も 静音瞬　員雛盟蓼釘るとテ縁或卿らオ㌻る．誉屡簿・は翼大で淑x》

職嚢薮度と季焦定毒馨もる軽大ア翼頼村3猛の監1壌1爵彦㎜1は，一1ぐ限は黙

化灘を含む砂騰・泥岩・礫羅獄どの酬舗・らはじまや，

主体は安出燃質凝灰角礫，鴇・凝灰響・熔嚢で構成され，と

きに薄い凝灰婁鞍沙馨・・溌擬を挟む糠一ヒ部に酸雛三凝灰イ、｝を

／爽み，これは大戸1頼崎紅1一蓉昌、1し以離こ賦）地津或で露一下覇1φ

地！l、1と；袴えられた瀧ともあ恐．沢灘付近二＞本麟は，比較

的新鮮な．，夢、熱色，緻麟，ノ・！ノ質の紫藍、、継蘇耀畢通輝牽難4

擬の火犠環垂とタ容費か熱オ鶏謝）費寒れに酸’撚三凝灰岩ヂ）薄！慰

挟む砕一長　付近のも7〉は、ハ｝芽質の潔山壌であるが，崩由

断麟が通器ため著しく破砕されている、、化畢ずは大戸瀬地

域の本1最下零羅の砂旛から1彗紅蘇邸産レ，各層準轄雀爽ま

れ、るl／・沖1、鴬熱陶化石を含む、、大メ擁崎と擁難渠方紅

しら激ノぐいるマンガン鉱体はお繊らく最ヒ部付近轍あ鵜

ものと灘えられる。申部弄は下部1・，華に醗念に重なる費沢

辺付近では下限ガ1不明であ恐が上細妻や輝騨部・細ヒれ

を覆つていることか療申部層とすぞ＞のが妥墨である瓢

　韓．蒸．韓　．ヒ書暮／麟

　分布は蜘1藷断層の軍欝／銭l／の地ま考娠こ隈られシ串央の沈降帯

と深浦台地に南ダ化に長い帯状をなしてい・濃聾．、垂惜薩響は羅

鍵端流紋キ．評六角沢疑夢器など蒼1邑紋嶽質礁火霞岩類には

じ塞撃，」．二部に安出鷺からなる叢灘：羅沢凝灰岩が璽霞糞i匹

こ二れら藷繍1淡して娯化鷲を含む凝灰質砂騰・礫苓からな

る躍麟嚢；轡が難）蒲1的に：鑛遵叢uている馨

　欝饗州流紋麿　吾妻ノ瑠騰域に，よく犠澱し，顕著な流趣

繊織をもつ淡紅色の熔塚流が主体で，と暴に髪朱岩庸

な！）凝灰搬も挟む．斑郷に1、、、雲霧漣石英および斜長石を

欝む．

　六角沢凝灰旛　　深浦南方の六角沢に模式轟勺に発逮し讐

深浦台地東半に分擁∫する．5へ窪びのゆ篠い懸斜で藤方

に傾くが大ノ・紬勺には水平に近い、、轟相は拶灰緑色の流紋

器質彗難石1疑灰；籍と，暴藩灰緩砂躍レ泥岩力鳥らなる・

　下部卿雛沖1胤綴刎酵濾産』でンガン銀未繊糠
斑藁に近い壕準藍巌嚢1錠される訟化澤糞窯濃藏郡，71織ぎ硯鳶6餓振・

ご耀1が蹴羅などの耀4勿化ll蕎と淡水鰹難　熱＆羅輩鷺きれ嵐秘簿撫・量付

近の鉱床には誰壷凝夢礁耀，海兼吊簿針，放散虫などを産す鵜。

1？ 一（黛灘〉
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、穂　質謬1査議こ月　報　（ぎア蕎　繕霧　 錦、墨　号）

化石内容から汽ガく 浅幸蕪域轍謹難積した美建1層とみられ，鉱

床の生戒に達）関遼蓬があ膿と蟻縫れる。

　凝茨質砂岩・礫岩　譲凄川、ヒ流部か　化部の松療付近

に分矯ぎする。　二のほか瓢も顎畢馨響川藩韮紋1ギ膏に書爽塞れる灘り蓑1

は各処・こみられるが壇、質／図轍獄孝していない。聡相は一

般に凝夢鐵・泥質で，1贈灰色纏欝緑色を呈L・，安鶏岩質

火曲燦凝／纏一流紋嶽質凝灰購を挟む鳶化1蕎は珪化木・

穂｛勿靴P賀・／裁～鋼勢ととも轍驚毎癬難イヒ際ヂカ　董、｝する、　濠　懸三川

、．1．二撰蓋の縮、1ξ櫨イ沙撃÷爵、ら愚謹づ席る雛｛じ鷺は渉くび）とおりである麺

　（冠麗贈癬掴　潔ぎ認櫛翻榔N鞭鱗案 蹴滋，、ど媛醗魏鑓）．，鶏ソ～融澄汐5』む1董㌦

　轟齪嫉躍濤IY乱獲く）yAM搬），　（タ、矯・灘　纏凱多　ぐ灘5躍たぜ薦灘sP・今

　鞍摺　“鷺躍細　轟傭農貨謝ン～認ぎ（醤癖　撒撤）ラ凱（運歓翻磁撚溺欝～5露

　丁駁葺）A，　煮聯‘魏騨数馨　d薫㌔　θオ霧鳶編　蓄｛淘rA案　む業饗欝葦望魏貯真隷A讐

　燕濾捻隷1｝s茎凱，諾）撚翻羅縦欝凝ダご擁ぐ）学雛｛A，q脚臨薦戦訊ウ欝ノだ嬬灘

き鄭　〈水野篤行撲1．、搬漿同驚勘）。六角沢凝灰麟球婁1様お

・睡．ゴらく汽水一浅海域の堆積物と考えられる。

　薦講沢凝灰灘　（安i、き1　嚢）　　鼻嚢洲流紋嚢・ン、幾沢凝

籍　｝の珊．iゴ部に／蜜華、れ・るものでタ講辮、1、掃幾に肇莫5慧爵勺醍・ご垂美業し・

1菊誕二に長いラ〉ジ爺をな縷嚇⇔　この獄か籍漣溝ぎ3褻ブンの1蓋縛彗鋭碁1努

北部瀧灘翠のililllなど躍描奇断継1に1沿畷〉て露llする嚢体もあ

るむ潔笥朴1は安ヨ．／．し濠鷺び）1疑む笈角1樂、轡・轟蹴獲霧・タ容撰から毒こ

　参，鰐讃穆機付㌃近には一一一馨l／蜂1疑／澱撃ilも／爽ま津し剛ぐ㌢・る。

　＿1　競萎の層泣関係韓こラ叢雛騎赫謎葱で六角3く疑灰讐が分布

、熱，纏細輩の構造をわずかにき畷）て覆つてお勢、豪た申部

1馨と嚢な圭？陥竃二寳麟馨笑鱗諏雪藁ゾ1ヒ¢）響y｝1犬づ＞犠葱ゐ糠蔓輩縫聾煮なるここと

などから軽塵の不整禽も考えられる．　嘉か美ノ明瞭な不1整

　1・鞘釜1鑓は・みらオ駐ヂ，憎1難議　慰鐘寺霧霞ノ5ける藝愛i縫三ゾく1嚢景隷激穿1密1三

層の．鮭』部紅も挟まれてお勢，　　妻絹、無流付近では断ノ蜜婆で

糞も毒れているが㎜1二粥層砂岩・礫岩とll部／ぎ．ぎとは整’禽的で

　密る。　この唇二うな、1、、1か㌧申ll獅，讐と一辮！不繋諸合であるカを大1

体整翻漸移する蓬）のと湾え大驚1、1／，舛達，）含めた．

　　馨．轟鐵野沢懸

　　1著麟は講癒曜卵璽癖繍，｛）鋼鍛冨魏意　などぴ）1獄騰蝿海受！三化石

　を含む砂婆，警・海端・礫岩から種惑。類野沢付近轄摸鷺熱1も

　歓発議書し，鱗1工i断層と熱｝崎断／、，紅蓬爽まれた沈降帯に広く

分布し，1執蓬i峠・北恋ケ沢にも局処的に分霧す鵜脊ゆる

　く波幽するが全体としては嶽ぼ水1竺礒，をなす．ノ，，辱二は北

　に灘1く南に蓉薬くな！り，3（）・帽繕0難である。業婿鱗は爲筏下掴翼こ

　繊野沢の灘繊｝があ1り，く二の上紅泥霧が発達し，『薮泣に

　鋳かつて追斑瀬1海奔1セぐは緑色蒲部樂攣÷・粗粒1砂岩・裁l　li．揖

　欝撮i壼灰岩・毒費性灘慰ヲミ撃キの1麓羅1とな弾タ広胤芦駆．繭ではぞ沙岩

　・礫農が優勢償養翻職酵．戦・爽み航騰．化－撮窪有孔虫

　化騒、で電、翼イヒヌ響など㌧多蓬畿一する。　1：lll輪篇尺｛碧近の籔／階幅講の際翰／灰

　1農掃1多サン・ゴ雰　鵜孔虫夢　籔などの遺1綾からな、り，　大ノ翁

瀬蜘趨劫本激・桑）、離証郎・鯛浪糠重（獅些）は

　罵）て）　～～oむ㍑諏5翻」破藷旧》　、1犠繍灘欝編　耀！読‘摺齢多　lz鑓ぎ麹認撫録

　声鱒毎ノ擢溺翻那∫ぎ，駕翻諭～蘇廊ノ羅ヂご欝～，蟹う濁、．ノごψP癖躍潮，㌶爵鋼認認

ノ羅！慮愛蟹欝ゾさ　詮ζ緯び魏　貯徹　毒鍵磁劉鵡　 菰　鹸漉碧諭～認5タ　／乳

繍欝欝雛，磨，鐵摺鑓襯融驚轡3驚翻　を多産種とする灘

1暖浅季毎・挫轟諾し虫イヒ濱ぎ藩1羊が報辮さ才し鰭），蓬暴井葦交三（鍛塔黛）

によつても　　ひ力齢撒擬羅　 6灘ψ∫灘薦絃　．ノ噸醗ゴ薦　　と黛驚濃蟹

轍三底1饗有イし虫イヒ蕪難羊によつてξ博写致づ／μれるこ蓄が手旨肇海

懸濤ゼぐいる3）。　餐1三内川中溺麟響望易・il軋立1尺の1本麟｛7）聡i誘窺

イ沙楚｝から罎誓奮　（雄慈嚢）　／こより窒　ぞ）躍魏硬那妙壽　鳶魏～雄厩

（￥《憲OY盛羅Al，　　／λ声馨魏慮鑓蔽ぎ　（Y（泓（）YA籔豊A））　　／》・

舞癒瑠麟観藝麹釜AS職）A，！写鋸硬銘妙診総鳶漉灘ア欝露（汽窪AT獣欺鱒獲見轍）鱒

（議ン　．鰹　　毒魏納欝爵　　（Y創湿》YA蹴A〉づ　ご・　癖躍齢潔灘ぎ・ぎ

ぐ擁・雛会、，　ぐ乙　翻紐鐸窪（Y（》K（》YAMA），　溺転漉鳶　鑓）・貸｛熟翻灘

欝鷹婁榔薦　（y雛裾）Yみ雛A）宰　α茎プ漉　　鑓凱ラ訊繊群叡落疲躍霞）・も

　（漉！踏麺耀紹齢融詳薦ぎ漉蕪嵐丁鋪　畿　饗三s撚YA嫉A，沿甜編隷耀一

、卿み蔓算鐸薦1聾釜部｛裏Y議鍵鳶G鶏拭泰助、鱒虚）が舞麟聾懸鋤し蕪），毒蕉

内川“ド藷驚の3蕊婁薯｛鶏、1のイ鰹議瓢》擁豊下難ある；本／薯響鋼鍮饗少岩

から71く嬰予溌竃マ撃は，　P厩謙鹸8ご欝～緬溺議縦認（￥｛》K⇔Y践輔八）う1）・

謎　灘麟謙麹鳳戴鳶裏齪、鹿5（N（熟蝋灘汽），艶綴ヤ9魏羅耀欝認∫魏翌感s髪卜

　圭》Aぐ）tl鷺灘う許／鋸ゆ醐♂剖戸劉翻欝穿欝／魏欝（N£激欝叢A〉，お耀魏fゆ一

　夢ぬ慧種ぐ未癖定）など4）嬢化〕脊を癖羅麹司定している縮）。

　中山峠に灘布する牢鍾 鍵）砂：岩は，これまで’深浦麟と1呼

ばれ、ていたもので，次のような、鎌イヒ澤ぎの柔董出力、譲憲され

ている．燃井小魔畔樗万次郎（蓋鱗○）により，05鹸～

　g奪礁丁撚 腿王箆嶽｝3避綴細諺麟鐸8癒磁綴　Yく）籔〉YA舗A曇　欝脚諭塗

醸掬怠魏戯、ぎ黛）齢撚灘）轟麟民猟勲魏£～翻・感輪猛1鵬気警

　蝶ご鎌環灘縫》．が紛砦｝擁蟻幾蓉（1奪獄））　により蓼

　《7か伊摺6海ぎ　d翫　猟鷺ノ躍甜認露　姦影醸償鱗熟翌点弊　ぐ藩薙搾夢5　願嵐

　灘融ご凝’編翼〈熟摺釜更A．避編麹硬謀諭翠む臨汐欝撹凶藏む夢榔N窃縦擁藁、さ

　．綴灘耀論婿軌鑓融8捻罵《藁気Av勘，・￥舞象醤こよる還紛羅薦灘彗

　《7雇ごz縫罫魏ぎ8夕馨麺躍（Y磁眠）y蕊鑛A〉爵c㌔融婚－曙！瑠藏ぎ（￥ζ）Kぐ｝

　ヤAMA），ぐみ綴歓ゴ露ご携漉耀ぎ〈海戴蹴1⇒穿α藩㍑影9べ響齪fぎ蕪　一

　預撒鶴ラ　ぎ！搬8が薦烈齢　（総甥海襯擢麟）ノ初学再～響麟紹　《〕L欝鑓N多

　εケ鑓欝揮鋸糟．（騰i笈泰王嚇司驚）雛）が幸浸齋さ諭してい愚。また

罐嶺撃糞奮／こ諮汰i争廷ll県員ヒプンダ）夢麩｝1犬痢麟餐瞬沙藁寺力、ら，　蓋）醗魏謀　～

　纏）、り鑑海灘郵齢s籍ラ擢酬罐鐡麟1ざザβε魏灘観撫3（醤ぐ》蝿叉撒烈／）盆

　爵節鍵欝・厩数《As鑓）践，～ヤ～麟短爵鐸∫劔撹》．癖趨欝憲∫（Yo民OYA継A）．

　響ノ繕6頚薦曜魏認曜ご欝～醗ぎ露N（〉戴幾《Aタご麟灘薦劉読星欝露毒蓋）・　など

　餐薪触川下撰超擁沙渥季曝こ産するものと顯穆《の貝化石群を蓬栗

集醐罵L〆た勤。深浦／，鱒の！序的翫属をめぐつて，嚢相あ

　恐いは化石かll）中新世か鮮新1．珪かの対比．上の間題があつ

　たが，化響から，水野によ1葺1纏蹄く1、1の／、1準とみられる

　こと力鵜鵜らかにさオ唱が＄），葉掃毒二鈴）・壌ヒ村櫛）らも1董出イヒ；鷺は

　纏新撚のものと蓄えてマ・る雛前報告珊ではかりに赤石層

　相毒に鋳を比したがン鐵野沢煽に奮めること1霊筆相からも

　矛ノ獄なくラ繍野雛更麟の耀ぞ　第からノよる／癒1鰻と考える偽マ篠

　浦．東ヅyの田野沢麟1樗こ綴ミ胎する1蔚／没露汰江団）鉱床からはサ

　メα二彗懸ジ）畳ゴ畢下力鼠しら才してマ・る鎌弘

　　鐸穆予沢層は　ζ塑群隷♂魏鹿，盛露曜、踏5顔㍑　などのイヒ畢芋にノ」署さ

籔）　一（鷺黛感）



欝甑鱒鷺、醗輯疑浦地ノ汐ンガ擁鎌の地質（蟹蜜谷靴姫1諦鷺く二垂御

津Lる、ように鍍謝．慶な衰驚彰蘇鰻戴に解叢積Lた墨慰llと老“え．ら津鮎，壊ミ

拳．難欝に1地ゴ或によつて沈降璽に差があi），すなわ雰，崩山

断層と燐崎断麟に』華爽まれた帯状の地域は沈降量が多く，

堆積物も厚く，深浦台地地域は逆に沈降蒲炉なく，した

がつて堆積物も薄かつたものと思われる．灘木・南股・

深浦鉱揖など多くの鉱床が田野沢層中に胚胎され，Lか

も地層の薄いような場所に分布する。層位関｛系は，これ

激でド位の大戸瀬麟と整舎，不整合ラ購時異相などマ・ろ

いろな晃方があつたが，照野沢付近で大戸瀬麟申部履の

こまかレ・擦翫撫着鞍造・をきつてπく響黎・禽に餐縫なつて二輪贅，、念津惣

域にわたつて大戸瀬聡の各　鯵をきつて覆つているび）で

この地域内で緯1不整虐緊と薄えられる・

　黎、器大童畢麟

　いわゆる硬霞翼轡からなる地麟で，これに玄武1岩質凝

灰角礫鰻・十二湖凝灰嶽（流紋慧、質鼻〉など（履、灘謬跳・酸

性の火1、畦1を挟む．本層の大部分は中央の沈降帯のなか

に南目ヒの塗浄段ラン瞬丁をな摩～Ω｝寅幸繰｛紹韓で1岩谷繕峯むした雄三麟

莚相当する。

　峯欝質翼岩　 麟轟擁く力　　雛三内ノ睦r重晦衷て畔鋒壕犬のシ〉瞬ぎをな

』一・1、1）北金ケ沢南方にも分布す翫職厚は4（鉢・搭／）m

である、．岩禰はi瞭灰難，獲．硬，緻驚な板状の頁｝て馨錫る、

裁底覇／は幸毎泉謙石に1罫み肇圭、部に流糸文綴暫奪蘂石轟譲灰岩・

玄武嶽をぎ爽み，最上部は十二湖凝／天隈の篶　1と額る。化

隷釦癒纏醐編窪普灘雛み鍵れ，ときにそ畷膨璃綿

骨針など菟、含むが大型貝化石は普通みられない．曹孔虫

は1岩繕三三．覇／（亙蟹鷺）に、より　煮裁μ頭ノξ臆ぎ鰻厩4εぎ鍛認乱1ゑ

　翻∫霧姦鐸躍鋸灘聖騰ぜ欝Pピ魏醸ズ認畿　ごo～濯2溺摺露塾　轟漣澄η、暖欝7羅蕩鐸質」齢

　砂η碧雌ぎ羅が纏鰻膳新さオしている三麟、，一一横没にイヒ石には乏し

い“

　玄就旛質凝灰角礫騰　lll土瞬の東，十二糊，黒崎の東

など繋｝崎断煽・崩山i新麟に沿ぐギ幾分布する砦硬璽霞茉lfの

髭雛鮫霧勺上翻3に／爽厳才しるノ1・霧額鼠でシ纂蕎・色の糞鋤源ゑ露婁擁凝総ゾく

山1賀葺纏響からなるぴ彗…二重胡臓劇天7轡が摩1く鱗1螺糞した蒙驚E蜂蚕蓑

の炉郡麗に鰭鷺出しているのは滋三麟され・る麟

　十瓢湖凝灰旛（流紋琢質）　十二湖付近1こおもに分布

』ここでll環さ9（）○灘の厚美，1をなす。北に向かつて認

激に薄く唱なり広戸付近では数驚である、硬甲奪霞娯幅上位

び）鱒支石“麟との離謹勢詳に／褻麟ミ才しる／癒層でき一1…二譲驚イ寸三猛に喉ミ1難

の中心があつたとみられ争ここでは成層状態藩．〉るく，軟

弱角礫状“）流紋器質軽石凝灰器である。…般に馨、珠嬉1質

でときに真珠澱質流紋躍翅）ゴ欝」揚を挟む。1三内川以北て3は

纈1粒の玉経、際凝灰岩が脚蹴となる蔀斑三醸は黒雲ヨ灘・石英およ

び斜畏石で，／、妻準は異なるが岩蜘1勺には雄粥麟一垂調／の

　六角書随炎懸灰慰にで以則ぐいる。

　　プ弍趨窺子麟は糸韻鋤戦薩ζ緊欝ル慧ビ蕎睦鱗から窯夢・て琴瞬婁予婁機麟に

較べ深くなつた』擁罫戚に堆積した灘層と灘♪熱られ蓄熱｝下位

の麟騒畢婁鄭1、1とは1整、善劉翼係暴こある。

　暴．蕪赤石腰

　麟鯵浸塾野瞬で膿馨琴芦1響とした、、愛、色章聡暴播　㌧な萄雄三舞撃で，

季ト布はキ1纐灘葬，董の擁瓢／則1、慧あり涯．嚢翁慈，毒募霧晦勺である難題三

内川下流にはや罐摩く堆積し，北蔀では薄くな翰層／慕は～

2G～熱（）mである。燐相は北金・ケ沢で蕊は、、箋、色泥鰻，紬i内川

』1渥幾の下部は醗灰色砂露零泥埋！デ欝｝麟羅は塊状シルト1欝と／、ζ

る“嚢議粥にを毎編乞蕎・1／1三驚整薯レンζズ・誉擁燦岩の￥簾／葦卜1疑／渡

撃｝が翻ξま壽寿，こめ層準では娯でヒ嶺を1妻むゆ凝i灰峯蔀洩『飯難！

にもし，ましば／爽厳れる．化噺は騰娠葱集轡欄を多く含み，

制餐豊郎（至辮勲は儀釜翻肝流の劇1…勃絶　撫麟～融～騨

～話毎禦殿礎編蹴属　灘集からなる｝釘孔滋化石を報告してい

る勧離層位関係は『ヂ位の大童子1、，こ　監合に藁欺翫暑購

断騰に薯、＞つては大戸瀬∫韓一1鷺鷺！，．，奮・アバツトするi翼｛系もみ

貫れ、る参　なお．、黙i職／寸塞遅に発δ嚢一する署樂薄｝・揮轡・1絶羅爵謡ら

な篠地畿繋熱晦1，、1と呼ばれ，田野沢1，1に対比さ勲、「ている

が，その構造，分布から十ご、湖疑灰鷺ぴ）上痘に 甦隷る罵

能性も澄薄，1曝の報告では…応赤顧醗隷鋼／としてお

く韓

　韓．学舞戸麟

　主と1して餐樂ケ沢蝿碁成に分布一書岬胤るもび）で織鐙簸1愚では二iヒ

金ケ沢にわずか綜みられる．灰色塊状シ冷ト媛から訟

　蜂，禽守1謎嵐イヒ石の産出がし・らオ〆している糟§一／殺にでヒ石は

少ない．なお笹内川下流の赤石！灘愈上部紅向かづて塊状

シルト宕に漸移するが一一・部ξま舞拶1多鐸島相当す燃ものかも

し評才1、な、㌢・覇

　議，嚢　騒熱1尺腰

　調査範翻φは北金7謬くに寒　ダかに分布して矯る。駿穀

化1石驚碧ヤを、騰む疇鍛紅羅少岩と申粒1饗F達詳歓γ姦壌1からな馨海　　箋

｛ヒ石・有乳、虫化；戴がしら薯してい贔毒蔓購払

　難，騒第照業

　　大戸瀬藤，，｝から深浦・騰崎を経嘔（鱒境に張鰍．1本海羅に

は瀞畢岸段熊が発達し蹴ぐいる静鞭近，申川翻）はこ＝れを次騨）

　，試うに分けている無黛IF、i位段ぼぐ櫨作電波1辮），轟位段．礁

　（｝1二灘驚“．i！鞍鷺き，峯や｛立段．段（深浦段．1灘黙騰；木段、瞼樽il野沢

段．撫），低位段．鍬（奴濁段．1薫）低il地（海麟1聾予q毎食費

　・河麟1野〉。　地．婁図には麟雛黛は潔1略覧』ぐあ　“

霧．地質構造

　二の地葦繊では鴬　犠出i鶴層経岩1噸鐘鈴層にみ軽れる薩ヒ；撫東

南南酋ぐ濾田禰按ll方向）に走恐断壕≡1　　これに交わ恐北

薗灘　南’薯韓難撫建蜜分布擁1）ブy幽の断飛 ，がある（籍黍図）、．

　崩山断麟　小童子川1ノ羅駿から松原・新湯・崩山付近を

とおり大醐越に套髄1確な断謄1帯であ鞍崩山の名をと！）

・新たに1醸¢罫、，瀬ずに毒公携く『一i新謬｝1辮！擬とか蓼、紅i矩んだ罵　　＿

の騨黛麟は藤季客ちてき糞豊斑灘箋／i繊ス爾でメζ弄霞頼層の癒かにレ馨：し

いイ蔽嶺瞬簿力発逮誘畔馨》。羅善窪の爆繕蓉轍も1響賛1　：として現、わ

離．．∫歎｝叔諭賑ガ隅藤の1轡、斜灘をなし，／鯵麺）峻鹸な鐵

盆蓋 一（驚驚蒸〉



地 多講　灘ア響，ヌ三1隷　 ぐ第　嬉巻　 聡　婆　1｝）

ま載と欝1鱗／の黛）（）㌔淑）｛）1娘のi隔鶏壌l／嚢議とを1舅鱒鶏ご分1ナ“ぐいる。

　灘婆蒔断麟　 熱1山簿響奪董に璽三才節してン撫壌二擁隻 華難蒋鷺欝に灘詣！）

継報毎，蓉の　靴禽1頼ギ繋鋤漆≧ら；ず学脅i瞭魯深溝ぎ蹟蒙輝…奇イ呼；i迂まで，

難．i野沢1蝋、 Lの地繍が大芦瀬層に直線的紅接している。、

緬乱脅瀞レ藤木塾深濾！・繋慧で1鱗／鱒が1認めらオ舞る力輩，，ン．木南

方・行合籠情踊1などその断層の延欝付近では大欝瀬！，1

の」二紅携ミ帯ぎ癩が嚢1接のつている。韓饗麟は隣魏奮㌔熱で／l，lllli新

層、ととも芝こ舅酵藪訟．チ杉／幾轍鍛多窯緊があ〆）たものとみ・ら津しる、，

遡裟善三の3也形には禽）まり現蔚）才じぐいないω

　北茜一幽榮方尚の断騰北北籍…一漸鰯欝に走る南北性

1｝雛1ど顕響では霞轟く，これに交鑓て発i愛し，大1芦瀬

ず寸ヌ迂・懸垂鳩木肌　嚢三川陛驚難箆誉鯵擢b沢などにノ外らオLる。1新醸邦丘

くでは地／1，、、よ葱、謬｛斜・するが蓄客髪．蓑、よ少ない、，醗ブ1揺盤1新磯肇に

さら融．る款うである、．・・1一礁葺胡藤麹獲￥・1蓼季ヨの・済翻文撃1の学弟1磯は

こニグ）、1寡二なら識蒐の

　襯曲毒舞造　崩山断麟・岩1騰購拝夢，付1近には爾北1紬σ幡垂余尋

藻／があ夢鰻蟹．．暑ピ汰蟻撫健瞬満博嘔る慧　』オもを灘嚢れると繕幾肇鑑／綻の

ゆるい傾斜で弱い鞠騨畿をなし大織的には水平な地麟

が多レ・、、とくに業桀溝蔀騰三起準捧｝ヒのプくアぎ涼鄭重．銅1頚饗予妻難毒望にこの

傾向が強い、、大戸瀬層以下の地／、1には北蕩に沈む北揖

南東方同め背斜重勇をもつゆ．、）い躍曲構造も認められ恐．

　このよ・　、深浦地城では，薄津軽・．1騒幻蓬1地城では溝

鋤精が黛プ薪縄の拳薮きわせ力嘉なるとしたづ磁峯辮灘癒の想馨客

力叢ご紅く葦翼オっれノぐ』・る、煙三類黛申老蔑藩聾こ紅亥，捗郵鱗鱒？弩、1と顎オ、1職

欝i／彰搭蓬輿まオも嶺1縣菱3搬／／の緯瞬麺に長い書額蜂書撃があ鯵夢こ二

れを挟んで1東には採．i神爵を含む隆趨帯が，爾には深浦隆

｝起’欝があ夢浮　こ藩し爵はプく罫f漣導韓中薄／爆y猟f愛の／趨鷹鞍）悉登舞1

に影響を与えている。ll央の沈降帯のなかでも北覇　一一爾

嚇竃ブy向7『）ヅ微ツクの謄貰垣蓑鶏愈．1蓮蜘麟）！叉1映があ勢，ブ畷ア環灘1

地域は滋野沢1．堆積時から1つのも！）、1・二つた部分とみら

れる訪繊野沢藻以｝1プ）地層はこのような＿構条件に強く

支配きれ，隆起帯あるいはも！ラ上参の地域で穏薄く堆積

した。このような薄い堆積の地域はまたマンガン・鉱床の

分躍と…致している、、麓三流1．1。1を中心とする大芦瀬地城と

裸i夢甫台／惣ま也短黛への1凱却宋の毒麺中がそ才乳である，、

馨，対 比

　これまで対比上臨つとも問題があつたのは深浦台地に

分布“ふる簸／葦、麺）錘準で，学ンガン鉱床の層位、Lの位置も

理明確であつた、，しかし大芦瀬・深浦地城全体をみたと

き特徴のある岩禰，化石があの，これらから対比が可能

となつた．以下に対比の根拠を簡単にあげておく．藤禽

州／，1は変質安i．瞬塁・玄武碧の火出砕／物からな鯵，麟理

を示さず，化石も産1しない，おそ鉾く薩難戴でゴ鋒なわれ、た

鑛！幾

ブ貰鍔彗籍燭鰺ケミ殺苅銘童窺

i斡碁需・八難、ヲ滞購馨・麟1ま

1磁　　　　　・i態毒2）

　1参34　　’　　璽§§菟

　　　　　　　　　l　i
　　　　　舞　沢壕、翠、鴨

　　　　　　　　　罎…

舞》層　無戸蓋…鰐き舞

　　　　　1　　　口

　　　　　　　　　　　…
　　　　　雰翠糧
鰺、デ轍麟…　 、…拝

㎜

　　　　　　　　　拝
　　　　　大嶽子縁講i麟…大
　　　　　　　　　i

　　レ　1　　諏暴
麟瀬麟i購搬∫曝繭
　　　　　 叫’ 一　1鰍

　　　　　i費嵩麟黒

嬉欝

岩　難

／％導

　ξ縦　 ／　穫蕃　1幾

　　　　も
　戸　／l舞　 警

　　　　　　　　　　i
　畢ず　／　ラ艇　 驚了　7　徹

　　　　　　　　　　iこ難ごダ・繍大こ1灘鷺茅航

　　 、自Ti　　　　　　自i、自
　　　　残…爆」‘ノ、／￥垂汀i

野沢響、．熱

　　　　i　　　隔『㎜i警1…

　　　　淡菊欝幾i麟
L

　i熱1呼醤、欝山i

　l　轡創　　　至鮪嚢
　慕＿＿＿＿『｛崩前

　i

　　　沢　／

　｝

轡1舞　芦　／

　　　　　　　1久lll
　　　　霧　／　十ご潜灘ヂ

　　　　　　　｝
講隔授驚ζT一許麟騒よll芦／垂1

　　　三系蟻妻序の比較．

　　　　　　穿饗≧講趨熱主鐸i寄ま滋童成

中　、葛　　藤　爾　「　盛　 捧欝…

　　購彗o　　　簿粥

i灘孝〉沢鱒　i

　　　　　　l
、眉　　　i藤馨州馨

十二覇
　　　喜雛　1
　　油自一　　ほ鋸谷繕1
、野沢層

　　　　　、、懇懸鷲姦睡婁嚇

盛　谷

鯵総

脇本麟

大ノ蓼灘麟泳欝瀬麟

花義孝　　鍛－露

唱躍嵐爆響？

タ占〉＝ f灘1弄，♂

嚢　1鑓響予3進／　孝、慧艶江噺層

…
申

ド

ゴ

顛，

麟

黒

麟
層

砂麟
勤　1皐1胃i謂層

淵

醤嚢三内預l　il毒館／鱒

，「！～蒙ざ潜ミ1藤

購惑ヌ慧ll

舞一鋤雛　　浮瞬、、事器　　i花轡鳩

　　　　　　i薩浦磯

1一一一一一」

麟馨層ド　　　　　　　i舞掛メ彗／3，

序…蕩、＼も1、

懸濯ゾ　翫．バ／…i

i　　　　　！女郷麟
1大憶ぎづ響　，…

　　　　　TT妻ド
1　　　　　　』1
　　　　　　き1峯懸1歪麟　 li灘ゴ羅妻／蜜l

l　　…壱i・
1－　1してli

ミ
i　T－r ・・『　し／

i　　　lノ…1～
ド争　部1瀬1淋懸1輔

｛

ド　　綴繊ii

　　　　　　il

、藤禽朋馨　i膳毒解霧！

！　　　／
顯葬、、｝岩　i臆、．多畢1

甑｝一（量黛馨）



驚ン森県灘灘事匙嶽鰭欝浦地1霞マンガン／鉱鎌の地質（！鎌谷汽響之・、し村不烹曽難〉

1激しい火出活動に由来するもので，弘織1轡嵐太良鉱山鵠・

鷹巣S）図幅地域で藤倉川鐸，妻とされた地麟に相当するもの

擦謬えられる。大戸瀬麟は下鮒1，ひ申細慧も1・妻隷し

て安1。b岩質“火i舞イ撫屑海彗力哉らなるが，下鷺玉層はタ萎巌麟び）発

逮聾ll可仁’合鷺慧葡醸吻イヒ石の産装出揮鳶、捷雛の明らカになること

などから陸水域に堆積したものと考えられ，これに謡離

に重なる中部／lは基鷹鞘に海棲貝化石を産出し，樹響化

聡も禽むことから汽水域に堆積したものと考えられる。

上部層は吾妻川流紋岩・六角沢凝灰岩など酸性火山岩の

瀬動に代表され，上位には。扇田沢凝灰響の熱．1．i鳩がみら

れる。火i、li嚢と指交し挟滅れる堆積旛中には，珪化木・

殖物化石・淡水罎三藻など陸毒の化石とともに，貝化償

イ耀融麹灘2雄，その飽の海綿・簿剣・摩放散虫などの海棲化〕脊を

産し全体としてみると汽水一浅海域で堆積した．地層と、饗、

われ葛・大戸瀬層は，一ヒ位を濁野沢麟によ、つて不i鍵合に

覆われ，田野沢麟はあとで述べるように男麗半島標式地

における群璽暴舗尺／に鳶員＝ヒされる。　したがつてブく戸彗頼麟は

劣鹿半島の爾黒沢層の下位で，陸水成一汽水成層と考え

られている台，賠屡に相当するものと思，われる。　毛〆かしプく

芦瀬1、1下部の一部は門鷺1薦に対比されるものであろう“

瞬野沢層は砂肇汁難爺岩および礫熱拳からなP，遷ぜ滋鼠増緯羅，

0舞認擁　など温暖浅海性有孔虫化蕎耕が産出し，層朦

も30～愚伽雀の薄い地腰であ翰下位麟を不整合に覆うこ

となどからタ勇鹿半婁i藷の1欝黒沢／夏、裂で＿き全比されるゆ大養鷺子

層は基底に幸蘇繕転石砂岩をもつてはじ崖る硬製蝋聴麺麟寺ぞ数

ある肇維ξから女川欝、に対比されよ駕　ヒ部鐙＋二湖凝灰

尉は北撚細地域の下部七座凝灰．質に棚当する。赤石層は

いわゆ巻、喪．色泥螢1からなるやは雛特微ある薄影繊を承し，

船川層に相当する。堆積盆の壁化から畢相も／、寮処的には

鷺，葺を生じたもび）とみられ，黒崎付近の礫矯・砂撃1および

泥総は赤石層の縁辺相の可能性があり，ここでは赤灘馨

基底調玉としておく。塗姦内州下芝荒ジ）章嚇畢fl馨一胎羅の蓼慧｝1犬シノレ

　ト癬は舞戸屡に相当する音1三分もあるかもしれない．今後

検詳寸憧鳳べき闘題である。

難．　鉱床の腰位よの櫨置

　これ東での諸報告呂篇鵬5）や筆者らの観察から鉱床の特

徴を簡単に述べる．形は麟状・レンズ曳状で地麟のなかに

調和的に挟在する鋭／ ・で，一・部1こは鉱染状グ）鉱体もみら

れる貸／享さは不蟻塾則装酔逓（）涯歯黛鷺胆ξあるが文献灘）菰

，虹れ港ず馨蕎慧貨誘菰げ．1では驚ソく1鄭はδ雛1孫達、女る。鋤認衆の秀疑率莫

はいず才しも小さく理宅鷺はほとんど携、重穣済みである。鉱房ξ

には一般に廃石（ヨ，1髄質石英），ソープ裟トンが伴なわれ

る難鉱石については南部・麟葺鷲らによる詳しい研究があ

1），それによるとニニニ酸化マンガン鉱物として，ク班プト

メレーン鉱・パイ膿ルース鉱・ラムスデル鉱・バーネ賦

鉱を，含水マンガン鉱物として轟石・含水マンガン鉱を

灘し，　とくに；岩崎’卜碁なの叙Ω末は豊懸石を主とする特異な錺l

／宋とされ、ている瀞）瓢）“

　マンガン鉱床は第劉灘に奏莫影℃的に承した、ようにき大戸

1頼1，i申音瞬、欝の畿㎜翫部影一熱離層鐸郵鷲野沢1、1の欝憾準にあ

9，爽炭麟をもつ大残蜘，妻下細似下と硬質臓暑からな

る大『簸劉畷以上の地1， ，！ 峯にはいずれもし．．られていない、，

　大芦瀬麟申部騰の鉱床は大髄榔庸地域で，海燦部」雛

野沢のトンネ、ルのなか，追五沢．ヒ流にいずれも小規摸の

鉱体があることがしられ至の，分布からは申部／，1の安1 麟｝

質火海砕霧燐中とみ）れる．深浦地域では艦作鉱床がこ

びll華緯のものと薦えられ，る、、しかし疹ノ沢鱒ヴヲに壽馨出動

るζ1部層潔1昼帝で羅1嵐化面上に鉱染状のマ1〆ガンがみら

れ，むしろ、熱部層あるいは照野沢屡の基底部である醇能

頓三も考、えられ，康た大戸瀬燐嘱磯作・卜／町近ともに㎜無灘層・

田野沢麟が薄く覆墾町能性のある地域であ瞬，この／ぎ駐準

ぴ）鉱床については産）暴tを精蕪・検誰愛する必要力蕊あ萎。

　大群瀬贋よ部鰻の鉱鎌は六角沢凝灰旛のなかに膝胎さ

ぎミ．るもので馨｝銭蒔付近に。鎌㌔舞している。岩崎・脇ノ沢・丸

海・北…“宮の沢の各鉱山や六角沢．L流にも小規模の鉱

体がある．轡崎付近では，六角沢凝灰岩は下位の申部層

安i、1、1岩を軽度の不整禽徽覆》と簿えられ，鉱床は六角沢

凝灰器が下位／lに接する比較的基底部付近に多く，泥岩

・砂襟および凝灰嚢中に胚胎され愚。こ（ひため地表では

下位の中部層安lll雛との分布畢ξ二界線に沿つて鉱床がオ憩ら

議〆でいる。岩崎付近の鉱床／樵は盛娠綬難藷照タその惣の海

綿骨針，放散虫などが鉱石暇こ轡集する部分もあ聾，鉱

床の生成環境に関1塵して注賑される。

　繊野沢履の鉱際は編木付近と深浦付1磁にある。騰木

　受追良瀬）鉱績．1の鉱床は3力処あるが，いずれも大戸瀬

麟上部麟の扇獣沢凝灰謝（安山岩質）を不整合に覆う田

野沢層の泥．岩沖に胚胎され，ここでは薩ぐ上1に大童峯・麟

硬質頁塔があ参隙野沢層は薄い、深浦1方の爾股鉱出の

鉱床は，扇灘、1沢凝灰器の層準とみられる繋毒轡を覆う、

閏野沢層グ）騰藻灰繋1・イ沙寿峯1燈繋｝の量凱煽摩黙1雛i蒸胎さ津しる。葎1

報告鱒では菰れを大童子層相当糎1としたが，煙毅川支続

1欝殿1沢で明瞭な購野沢蟻とみ1懲、愚地麟に鳶ll鱒部が発1嚢

し，南股鉱山の騰準も田野測麟と考えられる。翻床力甑

はサメの蕪夢力驚董1二籍し．　ぐレ・る懇㌔業柴浴ぎ鐸勝ノ渉ミ・中E！1）鉦鷲

山と沢辺北力の1雛鰻末は撰緊甫台地の1拳央に分布するlll野沢

腰砂岩の籔底部に胚1鍛されるものとみられるが廃坑とな

り露頭観察はで蕊なかつた．鉱床の存准するところでは

下泣に申部凝，の安痢岩がくる“大戸瀬崎の田嬰予沢／l　こは

マンガン鉱／末は／岬ら勲．ていなレ・、，　しかし某底部のサンゴ

・蓄1孔懲、などの遺骸か爵なる贋灰鴛はでンガン含有黛が

多く黛％にも1嚢博皿る緯）嚢甲ヂンガン／拡／二聴の鰯銀観こあること1

と糖接な関係を爆〉つものと考えら叡る。

驚欝一一一（窯慧？）
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欝森霧㌔灘灘軽琴1擬糎浦地弩マンプ∫　．鉱磯館鍵三婁（盛谷筆1婁之雫 ヒll料こ、二蕪〉

　　　　　　　了．　鉱廉の分布と馳質構造

　漢燦質構造からみると，　鋤薫床の7野棺1＝、激大覇的に』は，　大戸

1頼麟申1蔭／，，ぴ）諾31瞬1を桑羨とづ嚇る、諏肇なも陰．灘．鯵の．地類驚う

すなわち大戸瀬付近と深浦禽地の隆趨帯燭辺に集申す

恐（第婆隠ミ）、，　大戸溝｛付近は雛i滅μ、1を申心と：する隆起，舞；

と考えら津も，　このノ購良鷺にはブて罫璽／奪1臨達翼寸近の鎌ぎ本が，その

1蒋には、轟｝餐（曳鷹最1頼）鉱摂1がづ〉壌蓄し夕欝《僻1の小養1ぞ・州．L

流では硬麗叢拳麟ドグ壌：1野沢／，51砂薫糊当麟と鰺えられる

地麟中に鉱床の澄）ることがしられている舞馨孝菱の嚢！二）は

い薄甥もも1繭婁響謬莫鍵1が§薄くll藤積したところであ熱“1業溝建釜

趨帯で雄，大戸瀬中部層の姦山肇畜が大縄的には水i・に季叢

たわり，　ヒ音i騰1・1・1『響罫渉鄭，，がこの＿無に／t彗湊良雛奪く擁霞穆ll、、，

．．卜　瞬巽愈1麟／享2〔X撫強撃　1潟饗露樫繕難ま醜○蔦三である噛1鉱1末は

これ1が安鼠L岩を・覆う暴底部近くにあり，地質麟艸、ヒでは

安3、1磯1との員旬壁、量塚畿夢早暴i、に1合つてなら毒よ。㎜L覇！騰プ、嚢舜尺馨疑

灰楚｝捻講嶺1欝駐丸1．1、1鉱1．．llなどの鉱床を1掻1癖す『る，聴1韓で放・散

三無ヲ渥暴畠イ紅驚責旗どの豪海蔭嚢婦ヒ7飯とともに籍駐存の．蓋い蟹麟勢畳二

石も産し，汽水一浅海相撫i音承す添。地筆、構造のうえか

らはヲ蒙くの鎌1騰ミ謬瞬寺鍵邸1勺に各ま慰麟の皐歎辺蒲曇に／経灘脅さオt

ておリラプ癖鷲1頼騰㎜ヒ蒲1層融i－1羅響》解、1などの圭邸韓がま鞍穆1母『

嬉蓑嚢

るときのラ士畿燃率薄葺竃に関1嚢したil！ぎま縫甕欝晦繊竃塚鐙が鋳鉱購鍛／三

成に藁　茎な関彊、をもボ　たもの、と繕えられる、，

難．　津軽・秋騰地域轍おけ難マンガン鉱床

　これらの地域よ，北海遭南麟部，能登などとともに新

笛　　紀の代表的マンガン舞購鷺とされ，深浦の懸か多く

の鉱床が分布する。　1駅分布地7潜としてみるお，深浦地

フy・灘、葎矯籍ブy・鷹繋、・大製舞癒賛ざ唄1轡鷲．ll繭1むなどW』・あ

り，・ごれらの鉱縁の層奏㌃：㎜短）繊麟鞍質構造からみた分

瞬ぎは漆》な瞬難冒以摩噌る（蓼窮黛難，簾1銭図）黛

　弘葬蹄方には久渡寺蜘．、liがしられ，鉱床／湯鞠．1．1麟の

緑色凝灰暑・砂矯嘆羅）鉱1奉で襲〉鋤，湯瞬山／は田野沢職

・薦黒沢繍に対比麟自1、る．爾東にはこの地域で最大の露
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その他の豊欝な浅海性化蒸騨は，いずれ「も顯縛の汽水

浅海性の堆積環境を暗示する、、、したがつて古蟻理的／こは，

水力学1約影響を1坊ぎ，臓アンガン・の沈殿を容易にするよう

な島や内湾など1．騨鏡する機会のある沿燦性ジ）環謬暑にあつ

た熟のと考えられる．

　造構条群　この地城は造構的／こは箆較llド彊安定L、・た地帯

でヲ繊野沢層以、、1二の地層は薄く，一般に緩傾斜である帯

繊野沢層・大童子層・赤石層など臼の海成層刺ご，造構的

に安定した地帯の海の峯懸鑑鉱物とさ離る海緑石が多いこ

と｛）この反映とみられ，蒸、このような条仲にあつた詰た

めヲ餐嚢蓄責一速1斐ll敦シヒ1彰熱響3津さそく，／幾錘駕1緊3羅裾蕩讐勢／ご、より誓・ン

ガンが薄められ沈殿・帥ずることをさ康たげられること妻匿少

なかつたと、轡、われ、る．

　鉱床の生成は，それを規制する各条件が備わ今た揚合

に可能であると：考えられ，深浦地域については，大芦瀬

　　　上1纏妻弔三｛野測灘1の堆積時（台島一巨一礪黒沢、期）轄，

・マン・ガン1鉱床の讐三／浅されや一すい，勲う獄条麟二がしばし・ば存

在したのではないかと考えられ、、る。1雛積岩中紛撃ンガン

含有量の麟序約孝菱化を予察するため1費な今た分析結果
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層グ）ものがマンガン鷺有鰍の多い傾向があ礁のではない

かと予想され、、鉱床の朧膿麟麓1連して溢禰してよい、．

纏、結　　藷

深浦地方の新第三醤顎は，下位より藤創肝大芦瀬（F

部・中部・、上部）　・1二1三1野沢・大蒙1設子曲赤石朽舞芦・鳴沢

の欝麟に分けられる魯

こ瞬晒肋㍗ガン鋤弩鎗護1ξ憧、」大戸瀬騨部
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れ，地質構造の．1二では，造構的に駕較的安定じた地帯で，

隆起帯周辺の地層が薄くなるような揚所に分布する。

　溜）．夏蛍こ鉱床が屠位、も編在していることから，台島

　滞黒沢期の時代lil｛ヌ特殊性に関連してマンガン・鉱床が生

成される可能雛三がある昌

　、y）地域の鉱床は，成因の研究紅は適した条件を備え

ていると、懸われるので，今後鉱床の精査・鉱石鉱薯勿ぴ）研

究が望ま離、る。　憲た1豊懇疑・駄におけるマンガンの墨磁扇ミ化摩芸

的挙動を明らか1乙することも成悶の研寵に1ま必要であろ
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